
ChatGPT 4o 

 
生成 AI 時代のオープンサイエンスと知的創造活動のゲームチェンジ.docx 
ドキュメント 
要約を作成してください。 
ChatGPT 
要約：生成 AI 時代のオープンサイエンスと知的創造活動のゲームチェンジ 
1. はじめに 

• 林 和弘氏は、文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政策研究室長であり、
オープンサイエンスの専門家。 

• 1990 年代から科学情報流通の変革に取り組み、電子ジャーナルの開発と事業化を通
じてオープンサイエンスの実践に携わる。 

• 2024 年 7 月 23 日に日本電子出版協会主催で講演を行い、オープンサイエンスの意
義と AI の影響について述べた。 

2. オープンサイエンスの意義 
• オープンサイエンスは、科学と社会の関係を変革し、データ主導の問題解決を目指

す。 
• 歴史的な印刷革命に匹敵する情報爆発が起きており、知識の解放が進んでいる。 
• オープンサイエンスは論文やデータの公開を通じて、科学の発展と社会的影響を促

進する。 
3. AI と学術論文 

• AI は論文の執筆や査読、出版のプロセスにおいて大きな役割を果たしつつある。 
• 翻訳、メタデータの抽出、事務処理、新規性の評価など、様々な場面で AI が利用さ

れている。 
• 生成 AI を用いた論文の査読は、従来の人間による査読と比較しても有効であるこ

とが確認されている。 
4. 研究活動の変化 

• AI とロボットを活用した研究活動が進展し、実験の再現性と効率が向上している。 
• ロボットが作業仮説に基づいて実験を行い、AI がデータを解析して新たな仮説を立

てるというプロセスが実現しつつある。 
• 研究者は論文を書くのではなく、ロボットに指示を与えるプログラムを書くことが

重要になっている。 
5. 知的創造活動のゲームチェンジ 

• オープンサイエンスの進展により、研究データの共有と再利用が進み、知識のエコ
システムが形成されている。 



• デジタルネイティブなアーティファクトを用いた研究評価や、ブロックチェーンを
活用した研究活動の記録と透明性の向上が期待されている。 

• 研究者はデータを最大限に活用し、新たな洞察を得る手段としての AI の重要性が
増している。 

6. 市民科学と資金調達の変化 
• クラウドファンディングや市民からの直接的な資金提供が、研究活動を支える新た

な手段として注目されている。 
• 市民がパトロンとなり、研究者を支援することで、知的創造活動の新たな可能性が

広がっている。 
この講演は、生成 AI 時代におけるオープンサイエンスの重要性と、それが知的創造活動に
与える影響についての包括的な視点を提供しています。AI とロボットの活用が進む中で、
研究活動の方法や知識の共有、評価の仕組みが大きく変わることを示唆しています。 
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3. AI と学術論文、特に生成 AI と学術論文のところを詳しく 
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メモリを更新しました 
AI と学術論文、特に生成 AI と学術論文の詳細 
AI と学術論文 

• AI の関与: 
o 学術論文の執筆、査読、出版の各プロセスに AI が導入されており、効率化

が進んでいる。 
o 翻訳、メタデータの抽出、新規性の評価、事務処理など、さまざまなタスク

で AI が活用されている。 
o 例えば、タイトルのキャッチーさの向上や、新規性や関連性のチェック、引

用文献の管理などが AI によって自動化されている。 
生成 AI と学術論文 

• 執筆支援: 
o 生成 AI は、論文の初期草稿作成やアイデアの整理に役立つ。 
o 初期のスクリーニングや形式チェック、著者の所属機関の確認なども AI が

効率的に行う。 
o 生成 AI は、論文のタイトルやアブストラクトの作成、内容の要約など、多

岐にわたる執筆支援を提供する。 
• 査読支援: 

o AI による査読は、人間による査読と比較しても高い精度を持ち、信頼性が
あると評価されている。 



o 実際の例として、AI が行った査読コメントと人間が行った査読コメントが
ほぼ一致するケースが多く見られる。 

o AI が生成したフィードバックが著者にとって有益であり、従来の査読者よ
りも有用であると感じる研究者が多い。 

• 出版支援: 
o 論文の出版プロセスにおいて、AI はコンテンツのタグ付け、要約作成、引用

文献のチェックなどを行う。 
o 出版社は、AI を用いてトレンド分析やトピックの特定を行い、より多くの

引用を稼げる論文を見つけることが可能になる。 
o レイアウトやフォーマットの自動化も進んでおり、図表の作成支援も行われ

ている。 
• 将来的な展望: 

o プレプリントの AI 査読やデータの品質チェックなど、生成 AI の利用がさ
らに拡大すると予想される。 

o 研究データやコードの公開、キュレーション、適切なユーザーへの届け出な
ど、AI の役割がますます重要になる。 

o 研究データの管理や共有プラットフォームにおいても、AI が中心的な役割
を果たすようになる。 

結論 
生成 AI は、学術論文の執筆、査読、出版の各プロセスにおいて大きな変革をもたらしつつ
あります。研究者は AI の支援を受けて効率的に論文を作成し、査読の質を高め、出版のプ
ロセスを迅速化しています。これにより、科学的な知識の創造と共有がより迅速かつ効果的
に行われるようになり、研究の質と影響力が向上しています。 
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生成 AI で変わる研究活動について詳しく 
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生成 AI で変わる研究活動 
1. 研究活動の変化 
生成 AI の導入により、研究活動全体が大きく変わりつつあります。以下にその主要な変化
と影響を詳述します。 
2. 研究の自動化と効率化 

• 実験の自動化: 
o 生成 AI とロボット技術の組み合わせにより、実験の再現性と効率が飛躍的

に向上しています。 
o ロボットが作業仮説に基づいて実験を行い、AI がデータを解析し、新たな



仮説を立てるプロセスが確立されています。 
o 研究者は、実験そのものよりもロボットに対する指示（プログラム）の作成

に集中することが求められるようになっています。 
3. データ解析と新しい洞察の発見 

• データ解析の高度化: 
o 生成 AI は大量のデータを迅速に解析し、人間が見逃しがちなパターンや関

係性を見つけ出すことが可能です。 
o 大規模なデータセットから新たな洞察を得るための手段として、生成 AI は

非常に有用です。 
o データの解析結果に基づいて、生成 AI が新たな仮説を立てることも可能で

あり、これにより研究のスピードと精度が向上します。 
4. 論文執筆と査読の支援 

• 論文の自動生成: 
o 生成 AI は、論文の初期草稿を自動で生成することができ、研究者の執筆作

業を大幅に軽減します。 
o タイトルやアブストラクトの作成、内容の要約なども AI が行い、研究者は

内容の精査や追加情報の提供に集中できます。 
• 査読の効率化: 

o AI は論文の査読プロセスを支援し、新規性や関連性の評価、形式のチェッ
クなどを迅速に行います。 

o AI が生成した査読コメントは、従来の人間による査読コメントと比較して
も高い精度を持ち、信頼性が高いと評価されています。 

5. 知識の共有とオープンサイエンス 
• プレプリントとデータ共有: 

o 生成 AI を利用したプレプリントの査読やデータの品質チェックが進展して
います。 

o データやコードの公開において、生成 AI がその品質をチェックし、適切な
ユーザーに届けるキュレーションも行います。 

• オープンサイエンスの促進: 
o 生成 AI は研究データの共有と再利用を促進し、オープンサイエンスの実現

に寄与します。 
o デジタルネイティブな研究環境が整い、研究成果の公開や評価が透明かつ効

率的に行われるようになります。 
6. 研究評価とネットワーク分析 

• 研究評価の高度化: 
o 生成 AI は、研究者、研究機関、研究費のネットワーク分析を通じて、研究



の評価を高度化します。 
o 論文の引用ネットワークや研究者間の協力関係を可視化し、研究の質と影響

力を定量的に評価することが可能です。 
• グレーゾーンや不正行為の検出: 

o AI によるネットワーク分析は、引用ネットワークの不正行為やグレーゾー
ンを検出することができます。 

o これにより、研究の公正性と透明性が向上し、信頼性の高い科学的知識の創
造が促進されます。 

生成 AI の導入により、研究活動はより効率的かつ透明性の高いものとなり、科学的知識の
創造と共有が新たな段階に進んでいます。研究者は、生成 AI を活用して新しい洞察を得た
り、研究プロセスを自動化したりすることで、より高度な研究を迅速に進めることが可能と
なっています。 
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5. 知的創造活動のゲームチェンジ について詳しく 
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知的創造活動のゲームチェンジについて 
1. オープンサイエンスの潮流 

• 情報の解放: 
o オープンサイエンスは、知識の解放と再利用を目指し、科学と社会の関係を

変革する。 
o 歴史的な印刷革命のように、インターネットとデジタル技術により情報爆発

が起き、知識の共有が加速している。 
o オープンサイエンスは、論文やデータの公開を通じて科学的知識の民主化を

推進し、新しいエコシステムを形成する。 
2. AI と研究活動の変革 

• 研究の自動化と効率化: 
o 生成 AI とロボット技術の導入により、実験の再現性と効率が大幅に向上し

ている。 
o ロボットが作業仮説に基づいて実験を行い、AI がデータを解析し、新たな

仮説を生成するプロセスが確立されつつある。 
o 研究者は論文を書くよりも、ロボットに指示を与えるプログラムを書くこと

が重要になっている。 
• データ解析と新しい洞察の発見: 

o AI は大量のデータを迅速に解析し、人間が見逃しがちなパターンや関係性
を発見する。 



o 新たな洞察を得るための手段として、生成 AI は非常に有用であり、研究の
スピードと精度が向上する。 

3. 知識の共有とオープンサイエンス 
• プレプリントとデータ共有: 

o 生成 AI を利用したプレプリントの査読やデータの品質チェックが進展して
いる。 

o データやコードの公開において、生成 AI がその品質をチェックし、適切な
ユーザーに届けるキュレーションも行う。 

o オープンサイエンスは、研究データの共有と再利用を促進し、知識のエコシ
ステムを形成する。 

4. 研究評価とネットワーク分析 
• 研究評価の高度化: 

o 生成 AI は、研究者、研究機関、研究費のネットワーク分析を通じて、研究
の評価を高度化する。 

o 論文の引用ネットワークや研究者間の協力関係を可視化し、研究の質と影響
力を定量的に評価することが可能となる。 

• グレーゾーンや不正行為の検出: 
o AI によるネットワーク分析は、引用ネットワークの不正行為やグレーゾー

ンを検出することができる。 
o これにより、研究の公正性と透明性が向上し、信頼性の高い科学的知識の創

造が促進される。 
5. 市民科学と資金調達の変化 

• クラウドファンディングと市民パトロン: 
o クラウドファンディングや市民からの直接的な資金提供が、研究活動を支え

る新たな手段として注目されている。 
o 市民がパトロンとなり、研究者を支援することで、知的創造活動の新たな可

能性が広がっている。 
o 研究者は、市民の支援を受けて研究を進めることで、より広範な社会的影響

を与えることができる。 
6. 知識創造の新しいエコシステム 

• デジタルネイティブな研究環境: 
o ブロックチェーン技術を活用した分散型台帳により、研究活動の透明性と信

頼性が向上する。 
o 研究データのログがすべて記録されるため、研究成果の追跡と評価が容易に

なる。 
o これにより、特許の取得や研究者の貢献度の評価が正確に行われるようにな



る。 
• 研究の民主化とオープン化: 

o オープンサイエンスの進展により、研究活動はよりオープンかつ協力的なも
のとなり、知識の共有と再利用が促進される。 

o デジタルネイティブなアーティファクトを用いた研究評価や、ブロックチェ
ーンを活用した研究活動の記録と透明性の向上が期待されている。 

生成 AI の導入とオープンサイエンスの進展により、知的創造活動は新しい段階に進んでい
ます。研究者は、生成 AI を活用して新しい洞察を得たり、研究プロセスを自動化したりす
ることで、より高度な研究を迅速に進めることが可能となっています。また、市民科学やク
ラウドファンディングの普及により、研究活動はより広範な社会的影響を与えるようにな
っています。 
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生成 AI を活用して新しい洞察を得たり、研究プロセスを自動化したりすることで、より高
度な研究を迅速に進める 
1. 新しい洞察の取得 
生成 AI は大量のデータを迅速かつ効率的に解析する能力を持っており、人間が見逃しがち
なパターンや関係性を発見することができます。これにより、研究者は以下のような新しい
洞察を得ることが可能になります。 

• パターン認識: 
o 生成 AI は、データセットから複雑なパターンを見つけ出すことができます。

例えば、医療データから病気の早期兆候を発見したり、環境データから気候
変動の新しいトレンドを特定したりすることが可能です。 

o AI は膨大な論文やデータを解析し、新しい研究の方向性や未解決の問題を
提案することができます。 

• 予測分析: 
o 生成 AI は過去のデータを基に未来の傾向を予測することが得意です。これ

により、研究者は将来の現象を予測し、必要な実験や調査を事前に計画する
ことができます。 

o 例えば、経済データを解析して市場の動向を予測したり、気象データを分析
して天候パターンを予測したりすることができます。 

• 異常検知: 
o 生成 AI は通常のパターンから逸脱する異常を検出する能力を持っています。



これにより、研究者は異常なデータポイントや現象に注目し、さらなる調査
を行うことができます。 

o 例えば、医療データから異常なバイタルサインを検出したり、セキュリティ
ログからサイバー攻撃の兆候を発見したりすることが可能です。 

2. 研究プロセスの自動化 
生成 AI は研究プロセスの多くの部分を自動化することができ、研究者の作業を大幅に効率
化します。これにより、研究者はより高度な研究を迅速に進めることが可能となります。 

• 実験の自動化: 
o 生成 AI とロボット技術を組み合わせることで、実験の自動化が進んでいま

す。ロボットは作業仮説に基づいて実験を行い、生成 AI がデータを解析し
て新たな仮説を生成します。 

o これにより、実験の再現性が向上し、実験の効率が大幅に向上します。研究
者は実験そのものよりも、実験の設計や結果の解釈に集中することができま
す。 

• データ解析の自動化: 
o 生成 AI は大量のデータを自動で解析し、研究者に重要なインサイトを提供

します。データの前処理、クリーニング、解析のプロセスが自動化されるこ
とで、研究者はデータ解析に費やす時間を大幅に削減できます。 

o また、生成 AI は複雑なデータ解析タスクを効率的に実行し、新たな発見を
促進します。 

• 論文執筆と査読の自動化: 
o 生成 AI は論文の初期草稿を自動で生成し、研究者の執筆作業をサポートし

ます。これにより、研究者は論文の内容に集中し、質の高い論文を迅速に作
成することができます。 

o また、AI は論文の査読プロセスを効率化し、新規性や関連性の評価、形式の
チェックを迅速に行います。これにより、論文の出版プロセスが加速し、研
究成果の公開が迅速に行われるようになります。 

3. 実際の応用事例 
• 医療分野: 

o 生成 AI は医療データの解析に活用され、新しい治療法の発見や病気の早期
診断に寄与しています。例えば、医療画像の解析により、がんの早期兆候を
発見することができます。 

o また、患者のバイタルサインデータを解析し、急性疾患の予測や治療計画の
最適化が可能になります。 

• 環境科学: 
o 環境データの解析により、気候変動のトレンドや環境リスクの予測が行われ



ています。生成 AI は大量の環境データを解析し、異常気象の予測や環境保
護のための新しい戦略を提案します。 

o 例えば、衛星データを解析して森林火災のリスクを予測し、早期警戒システ
ムを構築することが可能です。 

• 経済学: 
o 経済データの解析により、マーケットトレンドの予測や経済政策の効果の評

価が行われています。生成 AI は経済データを基に未来の市場動向を予測し、
投資戦略の最適化に貢献します。 

o 例えば、株式市場のデータを解析して市場の変動を予測し、リスク管理や投
資ポートフォリオの最適化を支援します。 

生成 AI の導入により、研究者は新しい洞察を得たり、研究プロセスを自動化したりするこ
とで、より高度な研究を迅速に進めることが可能となっています。これにより、科学的知識
の創造と共有が新たな段階に進み、社会に対する影響力がますます大きくなっています。 
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